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全体のボキャブラリーを広げることを狙う本です。本書に登場
するのは、さまざまな出来事や物体、物事、感情、思考、言葉
などを表す名詞です。

テレビ、服、男と女、幸福、天気、愛、コンピュータ、休日、
季節、セックス、仕事、事故、興味、生活、ファッション、
趣味、食物、ダイエット、環境、顔、困難…
（television, clothes, man and woman, happiness, weather, 

love, computer, holiday, season, sex, work, accident, interest, 

life, fashion, hobby, food, diet, environment, face, difficulty…)

さらにもう80、合計101の名詞が登場します。
　今までは言語について、「動詞が名詞（そしてその他の言葉）
を文の中に連れてくる」と考えるのが一般的でした。本書で私
は180度異なるアプローチを取ることにします。すなわち、

「名詞が動詞（そしてその他の言葉）を文の中に連れてくる」

のです。英文は従来のように動詞中心ではなく、名詞を中心と
して作り上げることができるのです。本書では、約2500もの
実例をあげてその仕組みをお見せします。
　本書を思う存分活用して、みなさんが自分の興味のあること
を自由に話し、書き、読み、理解できるようになることを願い
ます。

　2004年5月 クリストファ・バーナード
 Christopher Barnard

はじめに

英語は名詞中心にマスターしよう！

　本書は、「名詞の文法」すなわち「名詞のパターン」について
書かれたものです。
　外国語を勉強するなら、動詞をマスターしなくては……私た
ちはふつうこう考えます。これはきわめて自然なことでしょ
う。母語であれ、どんな言語であれ、私たちが関わり合うのは、 
「起こる出来事、ふるまう方法、目にする現象、感じる感情、
心に抱く考え、述べる言葉、存在する物体、住んでいる世界」
などなのですから。
　英語学習においても、みなさんが主に関心があるのは、動詞
の文法的なパターン（動詞の語法）をマスターすることでしょ
う。 そうするとみなさんは、‘give something to someone’や 

‘want someone to do something’や ‘like＋ -ing’などのよう
な多様なパターンを記憶しなければならないことになります。
　冒頭で私は、私たちが住んでいる世界に関わる動詞に下線を
引きました。 しかし、上の文は下線の引き方を変えれば異なっ
た見方をすることができます：

起こる出来事、ふるまう方法、目にする現象、感じる感情、
心に抱く考え、述べる言葉、存在する物体、住んでいる世界

　本書は上で下線を引いたような事柄、すなわち「名詞の文法」
を扱う本です。動詞やその語法よりも、名詞を中心として英語
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